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タンカン品評会で

麓さん、 おめでとうございます！
金賞　　　　受賞

2広報やまと 3 月号



　

奄
美
群
島
農
政
推
進
協
議
会
主
催
の
奄

美
群
島
タ
ン
カ
ン
品
評
会
が
2
月
6
、
7

日
に
行
わ
れ
、
麓
富
吉
さ
ん
の
タ
ン
カ
ン

が
金
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
8
市
町
村

か
ら
68
点
の
出
品
が
あ
り
、
麓
さ
ん
は
、

35
点
の
出
品
が
あ
っ
た
２
Ｌ
部
門
で
の
金

賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

朗
報
を
受
け
た
翌
日
、
福
元
盆
地
に
あ

る
麓
さ
ん
の
農
園
で
村
長
に
よ
る
タ
ン
カ

ン
は
さ
み
入
れ
式
を
行
い
、
幸
先
の
良
い

タ
ン
カ
ン
収
穫
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な

っ
た
こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。

　
「
自
分
が
作
る
タ
ン
カ
ン
が
ど
う
い
う

レ
ベ
ル
の
も
の
な
の
か
を
知
る
た
め
に
品

評
会
に
出
品
し
て
お
り
、
今
年
で
2
回
目
。

金
賞
が
受
賞
で
き
て
大
変
う
れ
し
い
。」

と
麓
さ
ん
。「
こ
の
受
賞
で
大
和
村
の
Ｐ

Ｒ
に
な
れ
ば
と
思
う
。
福
元
ブ
ラ
ン
ド
が

確
立
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
タ
ン
カ
ン
を
作
り
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

2
月
19
日
、
大
和
村
役
場
で
表
彰
の
伝

達
式
と
、
大
和
村
か
ら
記
念
品
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
タ

ン
カ
ン
の
栽
培
に
励
ん
で
欲
し
い
と
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
名
前
入
り
の
剪
定
ば
さ

み
を
大
和
村
か
ら
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し

ま
し
た
。

表彰伝達式にて

収穫の手伝いをする妻の幸子さん

大玉のタンカンがたくさんなっていました
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8 年ぶりにリニューアルした大和村のホームページ。

どこがどう変わったのかご紹介いたします。

大和村 
　新ホームページ
3 月 1 日デビュー

3 つの入り口

電話番号は大きく表示

村のホームページを開くとトップページに「くら
し」、「村政」、「観光」の 3 つの入り口があります。

村民の日常生活に関する情報は「くらし」、村の制
度や取り組みに関する情報は「村政」、観光客向け
の情報は「観光」をクリックしてください。

http://www.vill.yamato.lg.jp

トップページに電話番号、ファックス番号を大きく
掲載していますので、電話番号を探す必要がありま
せん。各課の電話番号は「くらし」→左列の「窓口
案内」をご覧ください。

旧暦もすぐわかる！

伝統行事やお墓参りなど、旧暦が身近な大和村だか
ら、トップページには今日の日付と旧暦を表示して
います。

大和村の風景をイラスト化

湯湾岳と群倉、そして海。大和村の特徴的な風景を単純化したイラストをメインのデザ
インとしました。自然豊かで伝統文化が息づくのどかな大和村を表しています。

使いやすいホームページになるよう
　　　　　　　情報の適正化、充実に努めます。
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場面別でわかりやすく

場面別に情報をまとめているので、欲しい情報にす
ばやくたどり着けます。

申請書のダウンロードもできます

これまで役場に取りに行かなければいけなかった書類も、ホームペ
ージからダウンロードできるものもあります。

ページの上部に「文字サイズ・色合い」、「音声読み上げ」、「Foreign 
Language（外国語）」という表示があります。

文字が読みづらい方には、文字サイズや色合いの変更ができます。
目の見えない方には音声の読み上げができます。外国の方には、英
語、中国語、韓国語への自動翻訳機能がついています。

無線放送を聞き逃しても大丈夫！

防災無線で放送するお知らせは、ホームページにも掲載
しています。聞き逃した、よく聞こえなかったという時
はホームページをご覧ください。

「くらし」→「防災・救急」→「防災無線情報」をクリック。

使いやすいホームページになるよう
　　　　　　　情報の適正化、充実に努めます。

皆様のご意見、ご要望をお待ちしています。各ページの
下にあるお問い合わせフォームからお問い合わせいただ
きますと、担当課へメールが送信されます。

ご意見を参考に改善に努めます。

平等に情報を提供するために…
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大和まほろば ウォー
キング
大会第16

回

　

第
16
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
1
月
28
日
、
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
大
和

村
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
今
年

か
ら
新
設
さ
れ
た
1
㎞
コ
ー
ス
と
、
4
㎞
、

6
㎞
、
8
㎞
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
過
去
2
番

目
に
多
い
8
1
7
人
が
村
内
外
か
ら
参
加
。

世
界
自
然
遺
産
候
補
の
湯
湾
岳
の
麓
に
あ
る

会
場
一
帯
に
は
1
0
0
0
本
ほ
ど
の
ヒ
カ

ン
ザ
ク
ラ
が
あ
り
、
参
加
者
は
美
し
い
花
の

下
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
前
に
は
、
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
、
健

康
相
談
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

指
導
、
農
産
物
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
人
気
の
福
元
産
の
だ
い
こ
ん
や
村
内
で
作

ら
れ
た
野
菜
、
魚
、
果
物
や
お
菓
子
な
ど
が

並
ぶ
販
売
コ
ー
ナ
ー
は
、
絶
え
ず
人
が
訪
れ
、

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
が
ゴ
ー
ル
し
た
後
に
開
催
さ
れ
る
恒

例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
航
空
券
や
伊

勢
エ
ビ
な
ど
、
豪
華
な
景
品
が
当
た
る
と
あ

っ
て
、
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
往
復
の
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
っ
た
晨
原
重
光
さ
ん
は

「
困
っ
た
な
ぁ
、
誰
と
行
こ
う
か
な
ぁ
」
と

喜
び
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た　
　

　

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
た
く
さ
ん

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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シマの 題話

ご参加ありがとうございました！
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シマの 題話

宮古崎で「西
せ ご

郷どん」撮影再び！

大河ドラマ「西
せ ご

郷どん」
　
日曜日【総合】午後 8 時
　　　  【BS プレミアム】午後 6 時
土曜日  再放送【総合】午後 1 時 5 分　

　

3
月
18
日
、
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

ご郷
ど
ん
」
の
撮
影
が
宮
古
崎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
は
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
ド
ラ
マ
本

編
の
撮
影
と
あ
っ
て
、
主
演
の
鈴
木
亮
平
さ
ん
の
ほ
か
、
愛
加
那
を
演
じ
る
二
階
堂

ふ
み
さ
ん
、木
場
伝
内
役
の
谷
田
歩
さ
ん
、子
役
な
ど
の
俳
優
陣
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

撮
影
は
早
朝
か
ら
日
没
ま
で
と
長
丁
場
と
の
こ
と
で
、
90
名
ほ
ど
の
撮
影
ク
ル
ー

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
国
直
集
落
か
ら
カ
メ
ノ
テ
汁
や
か
し
ゃ
も
ち
な
ど
、
役
場
か

ら
特
産
品
の
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
な
ど
で
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。
昼
食
時
に
は

俳
優
さ
ん
に
も
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、「
お
い
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
宮
古
崎
で
撮
影
さ
れ
た
シ
ー
ン
は
、
西
郷
さ
ん
の
奄
美
群
島
滞
在
の
時
期
を

描
く
「
島
編
」
に
お
い
て
数
回
に
わ
た
り
登
場
す
る
と
の
こ
と
。
島
編
は
、
奄
美
で

の
日
々
を
通
じ
て
、
西
郷
さ
ん
が
革
命
家
と
し
て
覚
醒
し
て
い
く
様
子
を
描
く
と
い

う
重
要
な
位
置
づ
け
で
、
5
月
13
日
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
日
曜
午
後
8
時

は
テ
レ
ビ
の
前
で
ス
タ
ン
バ
イ
を
お
忘
れ
な
く
！

手作りの卒業証書で学び舎に別れ

　

2
月
22
日
、
名
音
小
学
校
（
久
永
公
人

校
長
）
で
手
す
き
和
紙
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
、
花
ろ
ま
ん
染
織
工
房
の

安
田
謙
志
さ
ん
で
、
6
年
生
は
卒
業
証
書

を
、
1
年
生
か
ら
5
年
生
は
は
が
き
を
作

成
し
ま
し
た
。
唯
一
の
6
年
生
の
重
田
俊

輔
く
ん
は
、
卒
業
証
書
を
つ
く
る
と
思
う

と
緊
張
し
た
と
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、
毎

年
経
験
し
て
い
る
た
め
、
指
導
が
い
ら
な

い
ほ
ど
の
な
れ
た
手
つ
き
。
3
月
22
日
に

行
わ
れ
た
卒
業
式
で
は
、
た
っ
た
一
人
の

卒
業
生
と
し
て
、
自
分
で
作
っ
た
和
紙
に

手
書
き
で
書
か
れ
た
世
界
に
ひ
と
つ
の
卒

業
証
書
を
受
け
取
り
、
誇
ら
し
げ
な
表
情

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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シマの 題話

　

3
月
3
日
、
大
和
村
教
育
委
員
会
主
催
の
大
和

っ
こ
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
小
学
1
年
生
か
ら
6

年
生
の
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
元
盆
地
に
あ

る
福
本
萬
上
さ
ん
の
タ
ン
カ
ン
畑
に
て
収
穫
体
験

を
し
た
後
、大
和
ま
ほ
ろ
ば
館
の
加
工
場
に
移
動
。

村
内
の
お
菓
子
作
り
グ
ル
ー
プ
「
や
ま
と
や
」
の

指
導
の
も
と
タ
ン
カ
ン
マ
ー
マ
レ
ー
ド
を
使
っ
た

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
か

ら
加
工
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
大
和
村
の
特
産
品

で
あ
る
タ
ン
カ
ン
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
ふ

る
さ
と
の
味
に
親
し
む
の
が
目
的
で
す
。
お
菓
子

作
り
で
は
卵
な
ど
の
材
料
を
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で

泡
立
て
て
オ
ー
ブ
ン
へ
。
ふ
か
ふ
か
の
ケ
ー
キ
が

焼
き
あ
が
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

大和っこスクール タンカン狩り

　

3
月
11
日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
と

国
直
集
落
青
壮
年
団
に
よ
る
第
6
回
宮
古
崎
つ
つ

じ
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
く
も
「
西せ

ご郷

ど
ん
」
効
果
の
現
れ
か
、
参
加
者
は
過
去
最
高

の
４
８
２
人
。
国
直
公
民
館
か
ら
往
復
５
キ
ロ

の
道
の
り
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
岬
で

は
自
然
再
生
の
た
め
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
沖
に
ク
ジ
ラ
の
姿
を
目
撃
し
た
ラ
ッ
キ
ー

な
参
加
者
も
い
た
よ
う
で
、
海
と
岬
が
折
り
な
す

宮
古
崎
な
ら
で
は
の
自
然
風
景
を
満
喫
。
ま
た
、

「
西せ

ご郷
ど
ん
」
の
ロ
ケ
地
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す

る
の
ぼ
り
旗
と
記
念
撮
影
す
る
参
加
者
の
姿
も
。

「
西せ

ご郷
ど
ん
」
ロ
ケ
地
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ロケ地を歩くつつじウォーク開催
　

1
月
30
日
、
旭
日
單
光
章
の
伝
達
式
が
村
長
室

に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
の
は
前

田 

池
里
さ
ん
（
大
棚
・
88
歳
）
で
、
息
子
の
賢

一
郎
さ
ん
が
代
理
で
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。
前
田

さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
大
和
村
議
会
議
員
と
し
て

初
当
選
以
来
、
3
期
12
年
に
わ
た
る
議
員
生
活
に

お
い
て
、
漁
業
振
興
の
た
め
、
漁
港
施
設
の
整
備

等
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
社
会
福
祉
お
よ
び
教

育
環
境
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
元
年
か
ら
7
年
間
、
大
棚
集
落
の
区
長
も
努
め

ら
れ
、
集
落
行
事
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住
民

の
先
頭
に
立
ち
海
岸
愛
護
作
業
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
多
大
な
る
功
績
は
前
田
さ
ん
の
努
力

の
賜
で
し
ょ
う
。こ
こ
に
永
年
の
功
績
を
た
た
え
、

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

永年の功績に名誉の受章

公民館講座  23 人に精勤賞
　

2
月
25
日
、
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

公
民
館
講
座
閉
講
式
と
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
は
、
14
の
講
座
が
あ
り
、
受
講

人
数
は
１
７
６
人
、
そ
の
う
ち
全
て
の
日
程
を
終

了
し
た
23
人
に
精
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
発

表
会
で
は
島
唄
な
ど
の
歌
の
披
露
や
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
な
ど
踊
り
の
発
表
、
ヨ
ー
ガ
教
室
の
呼
吸
法
の

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
あ
み

も
の
や
陶
芸
作
品
、
短
歌
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
多
く
の
人
が
足
を
と
め
て
い
ま
し
た
。「
物

事
の
知
り
果
て
や
無
ん
」
と
の
島
口
の
こ
と
わ
ざ

に
あ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
好
奇
心
と

探
究
心
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
来
年
も
多
く
の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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　こんにちは！地域おこし協力隊の藤井です。
　この 1 年は、主に農作物の栽培と農家サポーター事業に取り組
んできました。農作業を通じて、奄美の台風の威力を実感し、夏
の暑さにうろたえ、草の育生スピードに驚きながら日々奮闘して
います。
　福元盆地にある実証農園では、みなさんご存知の福元だいこん
を作り、ひらとみ朝市やウォーキング大会に出荷。給食センター
にも 80 キロ程出荷することができました。また、タンカンの苗木
も新たに 70 本植栽し、順調に育っています。
　農家サポーター事業は、農作業を請け負う事業で、おかげ様で
耕うん ･ 草刈り ･ 間木剪定など多くのご依頼をいただいています。
新規の農家さんからも、いつでも農作業のご依頼お待ちしていま
す！ 収益は、合同会社ひらとみの今後の事業に活用する予定です。
　ご意見ご要望など、いつでもお声がけください！

　最近、山はスダジイの新緑が萌え、風が暖かく波が穏やかにな
ったことで春を感じます。気持ちの良い季節になりました。
　さて、最近は奄美がブームになりつつあるのを感じます。飛行
機やホテルはいっぱいと聞くし、テレビの露出も増えました。こ
れから観光シーズンへ向かいさらに人が増え、車が増え、近年の
間に様々な変化が訪れると思います。
　そこでふと『懐かしい未来』という本を思い出しました。この
本は、インド北部のラダックという地方の開発に関するドキュメ
ンタリー。開発の結果、貨幣経済が貧富の差をもたらし、グロー
バル経済が本来不要なものへの欲求を生み出し、人々から時間と
幸福を奪ってしまいました。しかし最終的に人々は、伝統的な智
恵を見直し、地域の力を取り戻すことが真に持続可能で幸せな社
会の実現につながると気付きます。
　奄美も開発が進んでいくでしょう。しかし、安全な海産物や農
産物がとれる環境、独特の伝統文化、協力し合うコミュニティ、
美しい自然など奄美の素晴らしさを失わずにいて欲しいです。

奄美がブームですね

ひらとみ（開饒）とは…「ゆたかさを切り拓く」の意味

社名は、サトウキビ栽培の祖「直川智」を祀る開饒神社から命名

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami
第11回

第 5回は、地域おこし協力隊　

藤井裕輔が合同会社ひらとみの

日々の業務をお伝えします！

実証農園の大根畑

内容：コーディネーショントレーニング
　　　をベースに、大縄飛び、跳び箱、　
　　　ボール遊びなど
参加費：月 2,000 円（教室 1 回 500 円）
開催日時：毎週火曜 18:30 〜 19:30

場所：大棚小学校 体育館にて
対象： 4 歳〜小学校 1 年生

※スポーツ保険は 4 月から適用
※対象年齢以下のお子様を同伴する場合
は教室を妨げないように保護者が十分注
意してください。
※送迎する方がいるなら教室中は預ける
ことも可能。
※見学自由

参加者募集のお知らせ
幼児コーディネーショントレーニング教室

「体育のやまとや」

参加希望者は水田（090-5090-5431）
または久保（080-5352-9350）まで
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ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん
　春らしい爽やかな朝の陽気とともに、鳥たちがさえずりを響か
せています。「キョロンキョロリンツィー（オオトラツグミ）」、「ヒ
ーヒヨヒヨヒヨピッピルル（アカヒゲ）」、「ツツピーツツピー（シ
ジュウカラ）」などなど、多くの鳥が繁殖期に入る春には様々な
さえずりを聞くことができます。
　「さえずり」とは、主にオスが繁殖期だけに出す鳴き声。「ここ
はおれのなわばりだ！」と他のオスにアピールするため、「お嫁
においで～♪」とメスにアピールするための鳴き声です。さえず
り始めは調子外れの下手なさえずりを聞くこともありますが、だ
んだんとそんなさえずりも聞かなくなります。地道に練習してる
んですねぇ。繁殖期以外はさえずりとは違う「地

ぢ な

鳴き」と言われ
る声で鳴きます。例えば、美しいさえずりが特徴のアカヒゲの地
鳴きは、高音で「ツィー」という地味なもの。
　朝起きた時に耳を澄ませてみてください。どんなさえずりが聞
こえるくるでしょうか。美しい澄んだ声？ 少しやかましい声？ 
それともへんてこな声？ さえずりは鳥によって様々です。さわ
やかな朝のほんのひととき、さえずりを聞く時間を作ってみるの
はいかがでしょうか。

Vol. 17

抗菌薬（抗生物質を含む）は細菌感染症に効果のある大事な薬です。
今日、抗菌薬が効かなくなる薬剤耐性（AMR）の問題があり、使
用方法が世界的に見直されています。このまま対策を行わないと、
2050 年には AMR はがんよりも大きな問題になると言われており早
急に対策を行うことが必要です。
　風邪のほとんどはウィルスが起こしますが、抗菌薬はウィルス感
染症に全く効果がありません。私たちの口や腸管内にはたくさんの
細菌が存在し、私たちと共生しています。細菌感染症でないのに抗
菌薬を使用すると、そのような細菌が死滅する一方で、耐性菌だけ
が残って増殖します。耐性菌は人から人に移っていきますので、自
分だけでなく周りの人も耐性菌による感染症にかかり、治療が難し
くなることも起こりえます。また抗菌薬には、下痢や薬疹などの副
作用があることも忘れてはなりません。
　医師は抗菌薬が必要かよく考えて薬を処方しますので、みなさん
にもご理解頂きたいです。処方された場合は、自分の判断で止めた
りせずに、指示された通りにきちんと内服してください。

文／小川 信

文／奄美自然体験活動推進協議会　吉田明美さえずりを聞こう！第 6回

抗菌薬の薬剤耐性（AMR）について

文献 1) AMR 臨床リファレンスセンター
　　　http://amrcrc.ncgm.go.jp/
          2) 南日本新聞 平成 29 年 7 月 11 日記事

シジュウカラ
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大
和
村
長
の
意
思
表
明

　

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て

　
「
消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て
は
、
近
年
悪
質
業
者
の
手
口
は

複
雑
か
つ
巧
妙
化
し
て
お
り
、
全
国
的
に
消
費
生
活
相
談
件
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
住
民
税
務
課
内
に
消
費
者
行
政
担
当
職
員
を
配
置

し
、
よ
り
高
度
な
相
談
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
相
談
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
、
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
の
推
進
等
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　

大
和
村
長　

伊
集
院　

幼

□
問
合
せ
先　

　

大
和
村
役
場
住
民
税
務
課

　

電
話　

０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
２
７
（
直
通
）

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

　

口
座
振
替
が
完
了
し
た
こ
と
の
証
明
で
あ
る
「
口
座
振
替
領

収
証
書
」
の
通
知
は
、
年
に
１
回
（
４
月
中
旬
頃
）
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

□
問
合
せ
先　

　

大
和
村
役
場
住
民
税
務
課　

生
活
係
（
口
座
担
当
）

　

電
話　

０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
２
７
（
直
通
）

危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
防
止
に
つ
い
て

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
乱
用
す
る
と
、
お
う
吐
や
け
い
れ
ん
、
意

識
消
失
な
ど
が
起
き
死
亡
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

精
神
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
自
分
の
意
思
で
乱
用
を
や
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
大

変
危
険
な
薬
物
な
の
で
、
絶
対
に
好
奇
心
な
ど
か
ら
容
易
に
手

を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

□
問
合
せ
先　

　

大
和
村
役
場
保
健
福
祉
課　

　

電
話　

０
９
９
７
（
５
７
）
２
２
１
８
（
直
通
）

　

名
瀬
保
健
所

　

電
話　

0
9
9
7
（
5
７
）
7
2
4
3

　

鹿
児
島
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

　

電
話　

0
9
9
（
２
８
６
）
２
８
０
４

元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
が
使
え
ま
す

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
左
記
の
店
舗
で
ポ
イ
ン
ト
券
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・Bee Lunch

（
国
直
・
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
横
の
カ
フ
ェ
）

・TSU
N

AG
U

 （
津
名
久
・
焼
き
鳥
屋
）

・
中
山
鍼
灸
整
骨
院
（
津
名
久
）　

　

大
和
村
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
券
に
つ
い
て
は
、
下
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

□
利
用
可
能
店
舗
一
覧

濱
井
商
店
・
て
る
ぼ
う
ず
・
さ
ん
ご
ビ
ー
チ
・
中
村
荘
・Bee 

Lunch

・ 

元
田
商
店
・ 

林
商
店
・
福
島
釣
具
店
・TSU

N
AG

U

・

和
泉
商
店
・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
マ
マ
・
玉
井
石
油
・ 

浜
崎
商
店
・

畑
島
商
店
・
畑
島
石
油
・
八
方
園
・
大
和
荘
・
大
棚
商
店
・
窪

山
商
店
・
ま
ほ
ろ
ば
館
・H

ITO
SH

I

弁
当
・
ま
ほ
ろ
ば
薬
局
・

篠
原
商
店
・
ウ
エ
ス
タ
ナ
ー
ズ
カ
フ
ェ
・
和
田
商
店
・
園
田
商
店
・

勝
山
水
産
・
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

平
成
30
年
度
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

6
月
1
日
（
金
）
か
ら
7
月
10
日
（
火
）
ま
で
は
労
働
保
険

料
の
「
年
度
更
新
」
申
告
・
納
付
期
間
で
す
。

　

6
月
は
じ
め
に
送
付
さ
れ
ま
す
労
働
保
険
料
申
告
書
・
納
付

書
に
よ
り
、
期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室　

適
用
係

　

電
話　

0
9
9
（
2
2
3
）
8
2
7
6

大和村元気度アップポイント券とは？

皆さんの集落活動などへの参加に応じてポイントが貯まると給
付される、商品券として使える「ポイント券」のこと。村内の
商店等で使うことができます。

40 歳から 64 歳の
健康な方に向け
たポイント券で
す。

65 歳以上の健康
な方に向けたポ
イント券です。

65 歳以上で介護
認定を受けてい
る方に向けたポ
イント券です。

地域支え合い団体に
給付されるポイント
券です。

65 歳以上の健康な
方には奨励金として
1000 円分のポイン
ト券が追加で給付さ
れます。

大和村元気度アップポイント券の種類

みほん みほん みほん みほん みほん

問合せ先　
　大和村役場保健福祉課　
　担当 森野・田中・早川
　電話 0997（57）2218（直通）
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届出は大和村役場住民税務課まで

平
成
30 

年
度
鹿
児
島
県
教
職
員
定
期
人
事
異
動

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
30
年
度
の
定
期
人
事
異
動

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
和
村
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
転
出
者

大
和
小
学
校

　

上
村 

江
里
香 

教
頭　

小
宿
小
（
奄
美
市
）
へ

　

村
田 

礼
央 

教
諭　

退
職

　

岡
山 

頼
子 

学
校
栄
養
職
員　

退
職

大
棚
小
学
校

　

山
口 

美
帆
子 

校
長　

大
丸
小
（
南
九
州
市
）
へ

　

三
原 

桃
子 

教
諭　

退
職

　

元
野 

彩 

教
諭　

退
職

　

本
仮
屋 

舞
子 

養
護
教
諭　

中
津
川
小
（
霧
島
市
）
へ

名
音
小
学
校

　

久
永 
公
人 

校
長　

小
浜
小
（
霧
島
市
）
へ

　

折
戸 
俊
介 

教
諭 　

退
職

　

久
保
下 
歩
実 

教
諭　

退
職

　

川
路 

優
菜 
養
護
教
諭　

新
規
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

大
丸
小
（
大
崎
町
）
へ

今
里
小
学
校

　

下
野 

弘
之 

教
諭　

川
上
小
（
鹿
児
島
市
）
へ

　

元 

紀
子 

教
諭　

退
職 

　

安
原 

楓 

教
諭 　

退
職

　

中 

あ
か
り 

養
護
教
諭　

退
職

大
和
中
学
校

　

田
淵 

武
文 

校
長　

定
年
退
職 

再
任
用　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

西
紫
原
中
（
鹿
児
島
市
）
へ

　

田
中 

修 

教
諭　

国
見
中
（
肝
付
町
）
へ

　

仰 

正
昭 

教
諭　

再
任
用　

大
和
中

　電話　０９９７（５７）２１２７（直通）

◇
着
任
者

大
和
小
学
校

　

森 

智
子 

教
頭　

喜
念
小
（
伊
仙
町
）
か
ら

　

野
田 

由
佳
子 

栄
養
教
諭　

丹
波
小
（
指
宿
市
）
か
ら

　

村
田 

ひ
ろ
み 

講
師　

産
休
代
替

大
棚
小
学
校

　

赤
井 

清
人 

校
長　

朝
日
小
（
奄
美
市
）
か
ら

　

馬
塲
園 

友
微 

教
諭　

期
限
付

　

安
原 

楓 

教
諭　

期
限
付　

　

鮫
島 

紗
由
美 

養
護
教
諭　

期
限
付

名
音
小
学
校

　

福 

和
人 

校
長　

大
笠
中
（
南
さ
つ
ま
市
）
か
ら

　

元 

紀
子 

教
諭　

期
限
付　

　

川
田 

幸
一 

教
諭　

期
限
付

　

榊 

典
子 

養
護
教
諭　

期
限
付

　

幸
田 

慧
斗 

事
務
職
員　

期
限
付

今
里
小
学
校

　

晨
原 

弘
久 

教
諭　

再
任
用　

戸
口
小
（
奄
美
市
）
か
ら

　

久
保
下 

歩
実 

教
諭　

　

森 

節
子 

教
諭　

期
限
付

　

中 

あ
か
り 

養
護
教
諭　

期
限
付

大
和
中
学
校

　

有
村 

哲
郎 

校
長　

大
隅
中
（
曽
於
市
）
か
ら

　

勝 

康
義 

教
諭　

阿
室
中
（
宇
検
村
）
か
ら

　

西
竹 

菜
瑠
美 

事
務
職
員　

新
規
採
用

　

仰　

正
昭 

再
任
用　

大
和
中
（
大
和
村
）
か
ら
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ふ
る
さ
と
納
税

    

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西
本 

昇
平 

様
（
東
京
都
）

辻
本 

貴
満
子 

様
（
千
葉
県
）

富 

裕
平 

様
（
奄
美
市
）

門
叶 

充
弘 

様
（
さ
い
た
ま
市
）

富
山 

勝
之
助 

様
（
鹿
児
島
市
）

澤
木 

絢 

様
（
埼
玉
県
）

藤
本 

勝 

様
（
神
奈
川
県
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

浜
崎 

亮
太
さ
ん
（
大
和
浜
）

稲 

静
香
さ
ん
（
奄
美
市
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

江
﨑
　
新
あ
ら
た 

さ
ん
（
父 

敬
士  

母 

さ
と
み
・
国
直
）

三
田
　
瑚こ

は
な花 

さ
ん
（
父 

陽
一
郎  

母 

も
も
子
・
思
勝
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

玉
城
　
ト
ミ
ヱ 

様
（
95
歳
・
大
金
久
）

濵
﨑
　
波
子 

様
（
88
歳
・
大
和
浜
）

平
良
　
榮
光 

様
（
82
歳
・
名
音
）

惠
　
キ
ミ 

様
（
98
歳
・
戸
円
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

瀧 

源
廣 

様
（
故 

瀧
光
子
様
）

田
中 

初
代 

様
（
故 

玉
城
ト
ミ
ヱ
様
）

広
報
誌
送
付
謝
礼

     

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

里
見 

弘
壽 

様
（
奄
美
市
）

石
塚 

タ
カ 

様
（
鹿
児
島
市
）

福
永 

正
信 

様
（
茨
城
県
）

元 

善
二  

様
（
東
京
都
）

斎
藤 

好
子 

様
（
神
奈
川
県
）

「
西
郷
ど
ん
」
観
覧
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

N
H
K
鹿
児
島
放
送
局
と
観
光
か
ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
進
協
議
会
（
事
務
局
：
鹿
児
島
県
観
光
課
）
で
は
、
大
河
ド

ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
奄
美
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。
観
覧
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

□
日
時　

　

５
月
20
日
（
日
） 

　

開
場　

午
後
4
時
15
分

　

開
演　

午
後
5
時

　

終
演
予
定　

午
後
7
時
20
分

□
場
所

　

奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
5
1
7

　

電
話
：
0
9
9
7
（
5
4
）
1
2
1
1

□
内
容

　

午
後
5
時
～
6
時　

出
演
者
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
ほ
か

　

午
後
6
時
～
6
時
45
分　
「
西
郷
ど
ん
」
放
送
鑑
賞

　

午
後
6
時
45
分
～
7
時
20
分　

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

□
出
演

　

二
階
堂
ふ
み
さ
ん
（
愛
加
那
役
）、
里
ア
ン
ナ
さ
ん
（
里
千

代
金
役
）
ほ
か　

□
観
覧
申
込

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）
の 「
往
信
用
裏
面
」
に
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号 

を
、「
返
信
用
表
面
」
に
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
締
め
切
り
）
平
成
30
年
4
月
26
日
（
木
）
必
着

（
あ 

て 

先
）
〒
8
9
0ｰ

8
5
7
7
（
住
所
不
要
）
鹿
児
島
県

庁
観
光
課
内
「
西
郷
ど
ん
」
奄
美
Ｐ
Ｖ
係

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
、
当
選
の
方
に
は
入
場

整
理
券
（
1
枚
で
2
人
入
場
可
）
を
、
落
選
の
方
に
は
落
選
通

知
を
、
平
成
30
年
5
月
10
日
（
木
）
頃
発
送
し
ま
す
。　
　
　

 

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
抽
選
結
果
を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
白

紙
の
ま
ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。
紙
・
シ
ー
ル
等
の
貼
り
付
け
、

修
正
液
の
ご
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
の
転
売
を
目
的
と
し

た
お
申
し
込
み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。
な
お
、
売
買
を
目
的

と
し
た
お
申
し
込
み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
に
は
、
抽
選
対

象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡

の
ほ
か
、
N
H
K
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

N
H
K
鹿
児
島
放
送
局　

企
画
編
成
部　

 

　

電
話 

0
9
9
（
8
0
5
）
7
1
1
4

　
（
平
日　

午
前
10
時
～
午
後
6
時
30
分
）

　

鹿
児
島
県
P
R
・
観
光
戦
略
部 

観
光
課

　

電
話 
0
9
9
（
2
8
6
）
3
0
1
0

　
（
平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）　　
　
　
　
　

二階堂ふみさん（愛加那役）

里アンナさん（里千代金役）

パブリックビューイング出演者

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
島
編
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
！

14広報やまと 3 月号



表 紙 写 真 の 紹 介

　おいしい大和タンカン

神々しいほどに輝くタンカ
ン。今年は、昨年の大豊作の
反動で不作気味で小ぶりなも
のが多かったようですが、味
は相変わらず美味しかったで
す。柑橘類のなかでタンカン
が一番！だと思います。

こせきの窓

人 口　1,518 人（ △ 23）
男　　　742 人（ △ 8）
女　　　776 人（△ 15）
世 帯  869 世 帯 （ △ 24）

2 月 28 日現在
（前年同月比）

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

父 誉さん　母 恵理子さん　（大棚）

保護者からのメッセージ

　「こう見えて、 女の子です。

可愛い可愛い女の子に育ってね！」

父 康晃さん　母 真美さん　（大和浜）

保護者からのメッセージ

　「強く ・ 優しく ・ 逞しく！ 1 歳おめでとう」

大和村長のフォトダイアリー

1 月 21 日、東京奄美会新年会に参加して参りまし
た。関東大和会の里原会長や会員の皆さんとお会
いし、大和村の近況をお伝えすることができまし
た。そのなかで、村制施行 110 周年記念式典への
参加の呼びかけと、2、3 月に開催されたタンカン
ＰＲについての協力依頼を行いました。全国の奄
美出身者の皆さんとの交流を通じて、引き続き協
力関係の構築に努めたいと思います。

大和村長　伊集院 幼

平成 30 年 1 月 21 日

NEW

伊集院村長による新連載の
コーナーです。

写真と共に村長の活動を
報告いたします。
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ナ
ツ
ィ
カ
シ
ャ

ふ
ぉ
と
ぐ
ら
ふ
第 5回

   

大
和
村
に
お
い
て
ガ
ス
燃
料
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
昭
和
39
年
ご
ろ
で
す
が
、
そ
れ
以
前
は
、
薪
は
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
当
時
、
薪
拾
い
は
女
性

が
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
子
育
て
や
機
織
り
（
の
の
う

り
）
の
合
間
に
、
友
達
を
誘
い
山
へ
薪
拾
い
（
ム
ェ
ー
シ
ギ

ヘ
レ
）
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
林
業
が
盛
ん
に
な
っ
た

大
和
村
で
は
、
伐
採
さ
れ
た
山
に
は
薪
が
あ
ち
こ
ち
に
散
乱

し
て
お
り
、
女
性
た
ち
が
よ
も
や
ま
話
を
し
な
が
ら
薪
拾
い

を
す
る
の
が
定
番
で
し
た
。

　

女
性
の
運
搬
用
具
に
欠
か
せ
な
い
の
が
テ
ィ
ル
で
す
。
テ

ィ
ル
は
、
竹
で
編
ま
れ
た
か
ご
で
、
背
中
に
か
け
る
と
き
に

体
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ
う
口
の
近
く
が
な
だ
ら
か
に
窪
ん

で
お
り
、
底
に
は
四
隅
に
足
が
あ
る
た
め
自
立
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

拾
っ
た
薪
は
、
右
の
写
真
の
よ
う
に
短
い
薪
は
テ
ィ
ル
に

縦
に
差
し
込
み
、
長
い
も
の
は
両
端
を
カ
ズ
ラ
で
く
く
り
テ

ィ
ル
に
乗
せ
ま
す
。
そ
の
時
上
の
荷
が
落
ち
な
い
よ
う
に
テ

ィ
ル
の
耳
へ
結
び
、
テ
ィ
ル
と
自
分
の
体
を
紐
で
結
び
固
定

し
ま
す
。
テ
ィ
ル
の
荷
が
重
た
い
時
は
、
テ
ィ
ン
ヌ
ヲ
と
呼

ば
れ
る
緒
を
頭
に
掛
け
ま
す
。
こ
れ
を
カ
ッ
ケ
リ
と
い
い
ま

す
。
テ
ィ
ル
の
中
が
空
で
あ
っ
た
り
軽
い
時
な
ど
に
は
、
左

の
写
真
の
よ
う
に
肩
な
ど
に
掛
け
た
り
し
て
利
用
し
ま
す
。

こ
れ
を
ワ
ッ
ケ
リ
と
い
い
ま
す
。
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
か

け
方
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
輪
車
な
ど
の
新
し
い
道
具
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
テ
ィ

ル
は
今
で
は
、
作
る
人
も
使
う
人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
　
　

参
考
資
料　
『
奄
美
生
活
誌
』　

恵
原
義
盛 

著

　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
和
村
の
民
俗
資
料
報
告
書
』  

鹿
児
島
大
学
編
纂  

　
　
　

協
力　

吉
田
商
事
プ
ロ
パ
ン
部                 

テ
ィ
ル
を
担
い
で
薪
拾
い

役場職員撮影　昭和 50 年代初め頃
頭にティルの緒をかけて、ティルを腰で固定している

長田須磨さん撮影　昭和 40 年代
「大和浜 しゃれたテルカッケヰ」と書かれている

ティルのかけ方いろいろ　『大和村の民族資料報告書』より


